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この報告書は、県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業内山南地区―に伴い、平成13年度1こ実施t

洛押田遺跡における埋蔵文化財発掘調査の報告書であります。

この調査により、旧石器時代かち縄文早期にかけての遺物や遺構が確認され、南九州の当時の歴史を解

明するうえで多大な成果をあげることができました。

この発掘調査で明らかにされたものは、先人が残した私たちの文化遺産であり、これらの成果を活かす

ことが、我々に課せられた重大な責1務と考えております。本書がH内に所在する文化財の保存に役され、

また本町の学術資料として1学校教育、社会教育などに幅広く活用頂ければ幸いに存じます。

尚、発掘調査を実施するにあたり、関係各者より頂いたご指導とご協力に対し、心から感謝を申し上げ

ますЬ               ′

平成15年 3月

高岡
―
町教育委員会

教育長 申山芳教
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1 本書は、県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業内山南地区に伴い、高岡町教育委員会が宮崎

県中部農林振興局から委託を受け、2001年度 (平成13年度)に実施した埋蔵文化財発掘調査の報告であ

る。

2 出土黒耀石の分析は藁科哲男氏 (京都大学原子炉研究所)に依頼し、その報告は第Ⅲ章分析に掲載し

ている。また、黒耀石以外の石材鑑定は宍戸章氏 (南九州大学)に依頼した。

3 植物珪酸体分析と火山灰分析は(株)古環境研究所に委託し、その報告は第Ⅲ章分析に掲載している。

4 遺物の実測は、伊藤栄二 (嘱託)の協力を得た。また、遺構実測の一部を株式会社ジパング・サーベ

イに委託した。

5 執筆はⅡ‐1節‐2-(1)と Ⅱ-2節-2-(2)と Ⅳ-2節は伊藤、その他は島田正浩が担当した。

6 押田遺跡の遺跡番号は426で、出土遺物は高岡町教育委員会に保管している。遺物の注記は、遺跡番

号一層位―取上番号」を基本としている。

7 本書の編集は島田がおこなった。
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第 1節 はじめに

1 遺跡の位置と調査経緯
遺跡は、宮崎県東諸県郡高岡町大字五町2499-21こ所在する。調査の契機は、宮崎県中部農林振興局及び

高岡町農林振興課から県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業内山南地区に伴う埋蔵文化財の所在

の有無について、高岡町教育委員会に照会があった。高岡町教育委員会は予定路線内を踏査し、平成10年

10月 に試掘調査をおこなった。その結果、一部から牛のすねローム層下位で焼礫が数点出土した。その結

果を踏まえ、県中部農林振興局と高岡町教育委員会は、平成11年 6月 に協議をおこない、約400∬ を対象

に高岡町教育委員会が調査主外となり発掘調査を実施することとなった。調査は平成13年 10月 4日 から10

月27日 までである。

2 調査組織

調査主体 高岡町教育委員会

調査

2001年度 (平成13年度)

教 育 長     中山芳教

社会教育課長   赤池敏寛

文化財係長     島田正浩

主   事    廣田晶子

嘱   託    松本安紀彦

中山芳教

小岩崎正

島田正浩

廣田晶子

伊藤栄二

松本安紀彦

＜

　

ｉ∃

　

　

一

託
　
託

嘱

嘱

また、この調査を実施するにあたり、地権者の方々をはじめ宮崎県中部農林振興局や高岡町農村整備課

などのご理解とご協力を頂いた。さらに、整理作業においては、高槻市埋蔵文化財センターのご協力を頂

いた。記して、感謝申し上げる次第である。

第 2節 遺跡の環境

1 自然環境
高岡町は山林が70%以上を占める。その町中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それによって形成され

た河岸段丘からその東側に広がる宮崎平野を一望する。この大淀川に起因する自然環境が大きく人々の生

活を左右していたことはいうまでもなく、しかるに歴史的要因にも導かれていた。遺跡は大淀川南岸の独

立した丘陵である。周囲は一段低い台地が四方に広がり遺跡がある丘陵のみが突出している。このような

地形について合原敏幸氏 (1)は「高岡町南部の高岡山地中央部及び東部には白亜紀の四万十累層群に属す

る砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、一部玄武岩、凝灰岩などの塩基性岩類が含まれる。内

-6-
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之八重付近の砂岩頁岩互層中には塩基性岩類に伴って、厚さlm～ 2mのチャートが見られる。高岡山地

西部には、古第三紀の四万十累群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、高岡山地を南

北に横切る高岡断層によって前述の白亜紀の層に接している。高岡町の中心部付近及び高岡山地北部には、

新第三紀の宮崎層群に属する砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広い範囲で分布している。本層は四万十累層群

を傾斜不整合の覆う海成層で、貝、カニ、ウニ等の化石を含む。さらに、町中心部付近に及び西部は宮崎

層群を不整合に覆い第四紀の礫、砂、及び粘土からなる段丘堆積物、主にシラスからなる姶良噴出物、及

び主に礫、砂シルトからなる沖積層がみられる。段丘堆積物、姶良火山噴出物は急傾斜とその上の広い平

坦面や暖斜面から形成される台地状の地形を有している。沖積層は、大淀川、浦之名川、内山川、飯田川

等の河川流域沿いに分布している。」 (高岡町埋蔵文化財調査報告書12集 より抜粋)と している。

遺跡は綾町との町境近く、内山川の上流西側の台地上に位置する。調査地の北側から西側にかけては高

低差20m程の谷が形成され、また、70m程南側には高低差40m以上の深い谷が形成されている。

(1)高岡町役場職員

2 歴史環境

高岡町の遺跡は現在140箇所以上あり、そのほとんどは河川により形成された台地上に位置しているが、

最近では低地でも追跡が確認されている。

旧石器時代

調査は高野原遺跡と向屋敷遺跡でおこなわれている。高野原遺跡はAT火山灰土層より下位層 (黒色帯)

でラウンドスクレイパーが出上している。向屋敷遺跡では、集石遺構とともにナイフ形石器が出土した。

また、五女木産の黒曜石が 1点のみ確認されている。さらに表採資料としては、野尻町に近い大字浦之名

一里山地区で剥片尖頭器がある。ちなみに、向屋敷遺跡は押田遺跡から約600m北西方向に位置する。

縄文時代

この時代は調査例が多く草創期以外はすべて確認されている。なかでも早期の調査例は多く、天ヶ城、

跡をはじめ、宗栄司遺跡、久木野遺跡 (1～ 7次 )、 橋山第 1遺跡、橋上遺跡 (1～ 4次 )、 八久保第 2遺

跡、榎原遺跡、中原遺跡、高野原遺跡、的野遺跡などで調査されている。天ヶ城跡では、押型文土器と桑

ノ丸式土器が大半を占め、その両者の折哀土器も出土している。橋山第 1遺跡は前平、吉田、下剥峰、桑

ノ丸、平棒、塞ノ神、苦浜、押型文等の各形式の上器が出上した。また、久木野遺跡では轟 1式がアカホ

ヤより下層から出上した。その他の遺跡でもそれぞれの遺物は出土しているが、石坂式だけは出土例がな

く出土例が少ない県内にあっては同じような状況である。石器石材では、交易圏を考えるうえでひとつの

鍵となる黒耀石は九州島各地のものが出上しておリデータの蓄積をおこなっている。また、サヌカイトに

おいても、多久産の他に金山産のものが出土している。早期の遺構は集石遺構と陥し穴状遺構が中心で高

岡町では住居跡は検出されていない。高野原遺跡は縄文早期前葉の陥し穴状遺構が確認された。前期は久

木野遺跡第 1区で包含層から轟B式や曽畑式が出上している。中期は同じく久木野遺跡で春日、大平、岩

崎下層の各形式のものが出上している。後期は橋山第 1遺跡で阿高系の上器や疑似縄文の土器が出土した。

さらに久木野遺跡では円形竪穴住居跡とともに北久根山式が出土している。城ヶ峰遺跡では市来式や北久

根山式が出土した。的野遺跡からは綾式を含む疑似縄文の土器が出土した。また、表採資料ではあるが山

子遺跡、赤木遺跡等でも確認されている。晩期は黒色磨研土器が学頭遺跡から出土している。
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生
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内

-7-



計
一り
，

た
．　
α
　

・零

た
｀`式
滲

r ′ |

'`1/ここ:「

イ懇
テ
;/ニイ|'

く

施
キィ五

翌 :^i^し  遺

ゞ

= 
「
‐, ■

~ヽ オ /ヽi な
ふ 1_う

/か
ニ

一.8-

lT/熟
^



弥生時代

調査された遺跡からはⅣ～V期が中心に出上しておりI～ Ⅲ期は出土例がない①標高15メ ー トル程の微

高地状のところに位置する学頭遺跡からは断面V字状を呈する溝状遺構や竪穴住居跡が検出された。学頭

追跡より約 2 km程南に位置する的野遺跡からは、Ⅳ～V期の包含層と同時期の溝状遺構や 2段掘の上娠墓

が検出された。

古墳時代

調査は、まず、住居址の調査としては人児遺跡や高岡麓遺跡第 5地点がある。高岡麓遺跡では 2軒の竪

穴住居跡が検出され 5世紀中頃に比定されている。また、人児遺跡は側壁にカマ ドが付設された竪穴住居

跡 (7世紀代)な どが12軒以上検出された。両遺跡とも標高がほぼ同じで大淀川の氾濫源である低地に位

置しており、農耕集落の一端をみることが出来る。次に墳墓の調査としては久木野地下式横穴墓群がある。

今まで 4基の調査がおこなわれ、人骨とともに鉄斧や玉類が出上し6世紀前半としている。また、町内に

は 3基の県指定古墳があり円墳となっている。その古墳の近くで耕作中に壼が 2点 と鉄製品が発見されて

いる。

古代

高岡周辺は浄平年間 (931～938年)の和名抄によると、その当時は「穆佐郷」といわれていた。それよ

り遡る時代の遺跡が最近の調査で確認されている。一つは蕨野遺跡で、大淀川北岸の丘陵 (大字花見)に

位置し、 9世紀後半の土師器の椀、皿 (杯)な どを生産した焼成遺構が 6基以上検出された。また、三生

江遺跡や的野遺跡では、土師器の椀、皿 (杯)な どの他、越州窯系青磁碗をはじめ灰釉陶器皿 (猿投)や

緑釉陶器皿 (洛西、周防)が多く出上している。

中世

建久図田帳によると高岡は、12世紀には「島津庄穆佐院」といわれていた。その後、南北朝期を経て、

島津氏と伊束氏の対立を迎える。その中心となったのが穆佐城である。穆佐城は足利尊氏が九州の拠点と

したことからはじまる。その後、島津久豊 。忠国の居城、そして伊東氏48城のひとつとなっていく。その

なかで、穆佐城周辺の大淀川沿いにも小規模な山城が点在し、戦国の時代へと入っていく。平成 3年には

穆佐城の縄張り調査を実施し、その成果として、南九州特有の特徴をもつとともに機能分化のみられる山

城であることがわかった。調査地は城域東側半分で22箇所以上の トレンチを設定して掘削した。その結果、

14世紀後半から16世紀末までの遺物が出土しており、特に15世紀後半から16世紀末の遺物が集中している。

遺構は柱穴等が確認されたが、調査面積の制約から規模等は確認されず、今後の課題である。

近世

中世までは高岡の中心地は穆佐城周辺だったのに対して江戸の時期になると天ヶ城周辺に一変する。鹿

児島藩は、天ヶ城と穆佐城の裾地に多くの郷士を移住させ麓を形成させた。そして、綾、倉岡とともに関

外四ヶ郷として、特に高岡郷はその中心として鹿児島藩の東方の防衛の要として発展する。高岡の地頭仮

屋を中心に広がる高岡麓遺跡は、計画的な街路設計がなされ、郷士屋敷群と町屋群に分割されている。調

査はすでに12箇所以上で実施され、町屋を調査した第 1地点では大火跡と思われる焼土層の下から素堀の

井戸や土坑を検出した。さらに、第 5地点では郷士屋敷群の一角を調査し建物跡や陶磁器類を検出、第 8

地点では武家門の下部構造を明らかにさせた。このように近世の遺跡の調査は高岡麓遺跡だけに留まって

豊跡
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第 2図 遺跡周辺地形図

いるが、道路脇などにある石塔類からも当時の状況を知ることができる。

第 3節 遺跡の概要

1 調査経過
平成13年 10月 4～ 5日 に調査区を設定し重機で表土を掘削した。廃土は調査地に隣接する末永氏所有の

畑を借用した。試掘調査の結果から、 4層の牛のすね上面からを遺物包含層とした。lo月 11日 に4層掘削

終了し、礫が少量出上したのみであった。 5層 は19日 に掘削終了し、調査区中央で集石遺構を 1基確認し

た。翌日、西側で 2箇所 (西からA区、B区 とする)lm幅のトレンチを掘削する。その結果、A区 7層か

ら陥し穴状遺構が確認され、7層 1/1ヽ林降下軽石層)と 8層から遺物が出土したために両地区でトレンチ部

分を中心に掘削範囲を拡張した。最終的にトレンチを東狽1に も延長し、10月 26日 に掘削調査を終了した。

2 調査概要

調査区は当初の予定よりも狭く設定し、調査面積270だ となった。第 4層 と5層はそれぞれ270だで、 7

層が55ど、 8層が41ど、総面積636どである。鍵層は第 3層のアカホヤ火山灰層と7層の霧島小林軽石混

入土と11層の姶良入戸火砕流がある。まず、第 5層から集石遺構 (土坑有り)1基 と、土器片 (桑ノ丸式

など)2点、チョッパー 1点、黒耀石剥片 1点などが出土した。第 6層 は無遺物層である。 7層からは、

陥し穴状遺構 1基のほか、ナイフ形石器や鋸歯縁石器が確認された。第 8層からは国府型ナイフ形石器が

1点出上した。

-10-
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Y=24520
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Y=24530
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+   十

写1404計

写1402計

十 十 十 十 十 十 十

第 3図 調査全体図

3 基本層序

層位は、谷地形の影響で西側と北側に傾斜している。特に調査区西端では層位の乱れが大きい。第 1層

は表上である。第 2、 3層はアカホヤ火山灰層で第 2層は色調がくすんでいる。第 4層 (10cm厚 )は牛の

すねローム層で西側は灰色であるが、東側にかけて徐々に黒くなり暗灰色となる。第 5層 (30cm前後)は

西側が褐色となるが、第 4層 と同じように東側にかけて徐々に黒色を帯びる。第 6層 (20cm厚 )は、やや

灰色気味の暗茶褐色で浸食を受けたようにブロック状に堆積する。第 7層 (20～ 30cm厚 )は硬質砂性上が

ブロック状に堆積する。色調は上部が黒褐色で下部になるにつれて灰色気味となる。その黒褐色土から灰

色土上部にかけて小林降下軽石が見られる。この小林降下軽石はピュアな堆積ではなく疎らである。第 7

層の下部は小林降下軽石はほとんど見られない。押田遺跡では、この小林降下軽石が認められる 7層上部

を 7a層、小林降下軽石が見られない灰色硬質土部分を 7b層 に分けた。第 8(25cm厚)層 は軟質で、淡

掲色土にブロック状の褐色土が混入する。第 9層 (30cm厚 )は第 8層 より粘性が軽 く、黄色粒が少量混入

してくる。第10層 (30cm厚 )は黄色上、第11層は姶良入戸火砕流である。

1層  表土

2層   暗黄褐色土 (二次アカホヤ)

3層  明責色土 (ア カホヤ)
4層  青灰色土硬質土 (牛のすねローム層)東側においては徐々に暗黒色を帯びてくる。

5層   褐色粘質上で東側においては徐々に暗黒色を帯びてくる。

6層   暗茶褐色弱粘質土

7a層 黒褐色硬質土で下部は灰色を帯びる。小林降下軽石を含む

7b層 灰色硬質土

8層   淡褐色上で 5層 よりも粘性がある。褐色上がブロックに多く混入。

9層   8層 よりやや明るい淡掲色上で掲色上が細かくブロックに混入。黄色粒混入。

10眉  黄色弱砂質土

11層  姶良入戸火砕流

写1403計

り

剣

し

い

郵

７

児

式

に
、

が

」
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【

号集石遺橋

咽

1

2

5

6

8

9

性

第 4図 基本柱状図
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査Ⅱ 調

第 1節 第 7、 8層の調査

第 7層 と8層の調査は、A区24ご とB区 17だから遺物や遺構が確認されている。何れも調査区西側であ

り、東側の調査区 C、 D区では確認されなかった。A区の層序は基本層序と同じであるが、西狽1にいくほ

ど7a層中の小林降下軽石の堆積がいっそう疎となり層序に乱れが生じている。B区は北側の谷に向けて

やや傾斜しており、特に北側面ではやや不安定である。

1 遺構

(1)土坑 (第 5図 )

1号土坑

陥し穴状遺構と思われる。第 7b層上面 (灰色上面)で確認された。長軸1.Om、 短軸0.65m、 深さ約1.3

mで第11層の姶良入戸火砕流層の途中まで掘り込む。床面は平坦で小ピット (径 0。 lm、 深さ0,lm)を 長

軸上に 2つ有する。四方の壁面はほぼ垂直に立ち上がるが、長軸上に対して床面がやや狭くなる。時期は

埋上分析や検出層位等から、第 7層中に見られる霧島小林軽石降灰後から第 6層形成までのものと推定さ

れる。

2 遺物

(1)石器 (第 6図、 1～ 9)

石器は、第 7a層から5点、第 7b層から10点、第 8層から18点で、計33点出上している。

石器全点の観察表は、表 3に提示する。

1 第 7a層 (1・ 2)

第 7a層の石器組成は、二次加工ある剥片 2点・微細剥離痕ある剥片 1点 。剥片 2点で構成される。1は

自然面を含む複剥離面打面の縦長剥片を素材とし、素材剥片の末端側に裏面からやや急角度の調整剥離を

施すことにより、弧状の刃部を作出している。二次加工剥片。2は縦長剥片を素材とし、素材剥片の両側縁

に微細剥離痕が認められる。背面構成から、縦

長剥片を連続的に製作していたと考えられ、縦

長剥片剥離技術が存在していた可能性が高い。

2 第 7b層 (3・ 4)

∞
Ю

Ｏ
ヨ

第 7b層 の石器組成は、ナイフ形石器 1

点 。鋸歯縁石器 1点 ・二次加工ある剥片 1

点・剥片 7点で構成される。 3は縦長剥片を

素材とする基部加エナイフ形石器で、表面か

ら裏面に急角度の調整剥離を施すことにより、

素材剥片の打面を除去 している。また、背面

左側縁にもやや急角度の調整剥離が認められ

る。 4は複剥離面打面の剥片を素材 とする鋸第 5図  1号土坑実測図

-12-
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-1140204

V■24510

3層遺物分布状況

■1402半
▼=24510

三稜尖頭器
ナイフ形石器
鋸歯縁石鶏
二次加IMl片
微細剥離剥片
剥片
石核

十
V■24520

十
Y=24530

0                              10m

1第 7図  7、 8層遺物分布図

歯縁石器で、■背腹両面からの二次加工により、鋸歯状の刃部を作出しているゃ

3 第8層 (5～ 9‐ )
第3層の遺物はその層の上部で出土した。第3層の石器組成は、ナイフ1形石器1点・三稜尖頭器1点・

二久加工ある剥片 1点 ,微組剥離痕ある剥片3点・剥片10点 心石核2点で構成される。5は1底面を有する

横長剥片を素材とし、背腹両面から背部加|工を施すナイフ形石器で、形態的特徴から、国府型ナイフ形石

器イこ極めて類似する.。 6イエ厚手の素材剥片を縦位に利用し、素材剥片の画側縁に急1角度の調整剥離を施す

三稜尖頭器で、稜上調整も認められる。7は打面が平坦かつ幅広の大形剥片で、剥離角が大きく、31J片素

材石核の素材として―利用された可能性が高ヤ毛 8は打面転位を頻繁に施し、寸詰ま,の剥片を製作してい

たと考えら|れる石核で、打面調整および石核調整は皆無であ―る。つは厚手の大型剥片素材で、素材剥片の

打面側に作業面を設定し、底面を有する剥片を製作して予―ヽたと考えられる。

第 2節 第 4、 5層の調査

1 遺構―

(1)散礫 (礫群)

調査区全体の礫はその集石1鶏 辺に集中しており、集石遺構内の篠との接合関係が認められ―るゃよぅ

-14-
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X=-114010
Y=24560引ト

Y=24550引ト

Y=24540引「

Y=24530+

Y=24520-ト

Y=24510+

て、これらの集積する礫は 1号集石遺構の廃棄された礫が散在し

た状態のものと思われる。

散石は礫総数777個 (46,828g)確認された。そのほとんどは砂

x=   岩である。 1号集石周辺に分布の中心があり、集石遺構内の礫と
-114020

+  の間で接合関係が認められる。欠損断面はそのほとんどが赤化し

ており複数回使用された礫であることが推定される。完形礫は39

点あり、完形礫の最大重量は900gである。

(2)集石遺構 (第 9図 )

1号集石遺構

調査区中央で検出された。検出面は第 5層中ほどである。土坑
十  部は長軸約1,7m、 短軸約1.3mの楕円形プランである。深さは0.2

mで、床面が広くて平坦なタライ状となる。埋土は全体的に淡黒

褐色で締まりはなく、炭化物と思われる細片を含んでいる。

この集石遺構の構成礫は108個 (4,277g)で、砂岩質の礫を使用

している。重量別では100g以下がほとんどで (104個、96%)、 最

十   大でも265gである。完形礫は 2点のみで、いずれも100g以下の小

礫である。礫の赤化状況はその全てに認められ、その中のほとん

ど (105個、97%)は、断面にも赤化が認められた。この遺構の

構成礫の接合状況は遺構内接合が 6例、散礫との接合は12例を確

認した。礫自合は土坑内の上部に散在し、土坑に土砂が埋まった

後に礫が堆積している。つまり、この集石遺構は使用済の礫が土

十   坑廃棄後に堆積した状態のものと思われる。集石遺構自答を調理

施設 (蒸 し焼き)と するならば、土坑に土砂が埋まった後に礫が

堆積するような廃棄状態は、それがどの作業工程なのかは推定で

きない。調理施設以外の用途を考えたとき、堆積する礫が赤化し

ていることをどのように解釈するべきか疑問が残る。

2 遺物
十
  (1)土 器 (第 10図、10・ 11)

10は第 5層から出土した。タト面に斜方向の撚糸文を施すもので、

胎土は l mm弱の黒色光沢粒を含む。llは第 4層から出上した。外

十

表 1 散礫構成礫属性表

礫重量 50g

以下

一

　

〇ｇ

101～

200g

201-

300g

301´一

400g

401´
―ヤ

500

501-

750

751-

1,000g

1,001～

2,000g

2,000g

以下

計

数量 5254∃ 170個 594El 134El 1個 1個 3個 3個 1個 1個 7774El

ナヒヨ【 67ワち 229ち 7% 2%

第 8図 4、 5層礫分布図
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「一］　　‐
表 2 集石遺構構成礫属性表

a｀~｀

(_____―
― 一 ― 一

ノ

…
a

彦塩か

礫重量 50g

以下

5ユー

100g

101-

200g

201～

300g

計

数量 794El 251∃ 3個 1個 108個

比率 739ろ 239ち 39ち 19り

第 9図  1号集石遺構実測図及び接合関係図

面に縦位に鋸歯状の櫛描文を施し、内面はケズリ風のナデ調整である。胎土に雲母 (金雲母)が少し含ま

れる。

(2)石器 (第 10図、12)

石器は、第 4層から3点、第 5層から6点、計 9点出土した。第 4層・第 5層の石器組成は、第 4層が

微細剥離痕ある剥片 1点・剥片 2点、第 5層がチョッパー 1点・剥片 5点である。12はチヨッパーで、礫

素材で自然面を打面にして片側に二次加工を連続的に施している。

-16-
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第10図  4、 5層出土土器実測図

が
　
礫
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表 3 出土遺物観察表
遺物番号 挿図番号 図版番号 測点呑号 出土地点 層位 石材 器種 折損 最大長 最大幅 最大厚 重 量 備考

1 3 包含層 7a層 頁岩 二次加工剥片 複剥離面打面

2 3 包含層 7a層 ホルンフェルス 微細剥離ある剥片 有

3 3 包含層 7b)詈 ホルンフェルス ナイフ形石器 基部加工

4 3 包含層 7b)膏 ホルンフェルス 鋸歯縁石器 複剥離面打面

5 3 包含層 8層 ホルンフェルス ナ イフ形石器 有 国府型、対向調整剥離

6 3 包含層 8層 流紋岩 角錐状石器 有 5 稜上調整

7 3 包含層 8層 流紋岩 剥 片 247 単剥離面打面

8 3 49 包含層 8層 ホルンフェルス 石核 3 打面転位を頻繁に実施

9 3 包含層 8層 ホルンフェルス 石核 有 213 剥離素材石核

3 包含層 4層 ホルンフェルス チョッパー 334

包含層 4層 黒耀石 微細剥離ある剥片 有 3 垂直割れ

ユ 包含層 4層 ホルンフェルス 剥 片 有

包含層 4層 ホルンフェルス 剥片 有 ll

7 包含層 5層 ホルンフェルス 剥片 有 157

包含層 5層 ホルンフェルス 剥片 有

17 包含層 7a層 ホルンフェルス 二次加工剥片 有 垂直割れ

ll 包含層 7a'雷 頁岩 微細剥離ある剥片 有

包含層 7a)詈 黒燿石 剥 片 有

包含層 7b層 貢岩 二次加工剥片 自然面打面

包含層 7b層 ホルンフェルス 剥片 有

包含層 7b層 ホルンフェルス 剥片 有

包含層 7b'詈 ホルンフェルス 剥 片 有 単剥離面打面

包含層 7b層 ホルンフェルス 剥 片 2 074 単剥離面打面

包合層 7b)雷 ホルンフェルス 剥片 単剥離面打面

包含層 7b)要 砂岩 剥 片 有 053

包含層 7b層 ホルンフェルス 剥片 有

包含層 8層 ホルンフェルス 二次加工剥片 有 133 単剥離面打面

包含層 8層 ホルンフェルス 微細剥離ある剥片 単剥離面打面

包含層 8層 ホルンフェルス 微細剥離ある剥片 有

40 包含層 8層 ホルンフェルス 微ネ田剥離ある剥片 有

包含層 8層 流紋岩 剥片 053

包含層 8層 ホルンフェルス 剥 片 有 067

包含層 8層 流紋岩 剥片 単剥離面打面

包含層 8層 砂岩 剥 片 有

包含層 8層 ホルンフェルス 剥 片 有 背面側はすべて自然面

包含層 8層 ホルンフェルス 剥片 単剥離面打面

包含層 8層 ホルンフェルス 剥片 有 6 調整打面

包含層 8層 流紋岩 剥 片 単剥離面打面

包含層 8層 ホルンフェルス 剥片 単剥離面打面

-17-



Ⅲ 分 析

第 1節 押田遺跡出土の黒耀石製遺物の原材産地分析

藁科 哲男 (京都大学原子炉実験所)

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易およ

び文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒耀石遺物の石材産地推

定を行なっている1,2,3)。 石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時代に

自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致すれば必

要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、他の露頭から原石が流れて

来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ―力所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産

地が特定できる。遺物の産地分析では F石器とある産地の原石の成分が一致したからと言って、そこの産

地のものと言い切れないことは、他の産地にも一致する可能性が推測されるからで、しかし一致しなかっ

た場合そこの産地のものでないと言い切れる。』が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致する

と言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅

器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があリー致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能

性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な

意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標に

した分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交

流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝

播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成

が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動

ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材がA産地の原石と決定することができな

い。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料とならない、確かにA産地との

交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、 B、 C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地

だと言い切れない。B産地と一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは

石器に関してはB産地と交流がなかったと言い切れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の

全ての原産地 (A、 B、 C、 D・ ・・・)の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを

十分条件として証明すれば、石器がA産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求

めることは分類基準が混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が

区別できるかは、それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ

分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、

比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒耀石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産

地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるた

め、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成

を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素
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組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距離)を求

める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の

可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を

推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある原石遺物

原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個中に一個みられ、B産地では一万個中に一個、 C産地では百

万個中に一個、D産地では・・・・一個と各産地毎に求められるような、客観的な検定結果からA産地の

原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求

めて産地を同定する。今回分析した遺物は宮崎県東諸県郡高岡町に位置する押田遣跡出土の黒耀石製遺物

2個について産地分析の結果が得られたので報告する。

黒耀石原石

黒耀石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作 り、エネルギー分散型蛍光X分析装置

によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元素を

それぞれ分析し、塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取 り、それでもっ

て産地を特定する指標 とした。黒耀石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、

Nb/Zrの比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒耀石の原産地は北海道、東北、北陸、東関

東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州、の各地に分布する。調査を終えた原産地を図

11に示す。黒耀石原産地のほとんどすべてがつくされ、元素組成によってこれら原石を分類して表 7に示

す。この原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると211個の原石群になる。佐賀県の腰岳

地域および大分県の姫島地域の観音崎、両瀬の両地区は黒耀石の有名な原産地で、姫島地域ではガラス質

安山岩もみられ、これについても分析を行なった。隠岐島、壱岐島、青森県、和田峠の一部の黒耀石には、

Srの含有量が非常に少なく、この特徴が産地分析を行う際に他の原産地と区別する、有用な指標となって

いる。九州西北地域の原産地で採取された原石は、相互に組成が似た原石がみられる (表 4)。 西北九州

地域で似た組成を示す黒耀石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系と仮称する)お よび

淀姫、中町第二、古里第三、松浦第四の各群 (淀姫系と仮称する)な どである。淀姫産原石の中で中町第

一群に一致する原石は12%個で、一部は淀姫群に重なるが中町第一群に一致する遺物は中町系と分類した。

また、古里第二群原石と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町椎葉川露頭で多量に採取でき、この原石

は姫島産乳灰色黒耀石と同色調をしているが、組成によって姫島産の黒耀石と容易に区別できる。もし似

た組成の原石で遺物が作られたとき、この遺物は複数の原産地に帰属され原石産地を特定できない場合が

ある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰属さ

れても、この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫系および古里第二群の原石を産出する複数の地点を考えなけ

ればならない。角礫の黒耀石の原産地は腰岳および淀姫で、円礫は松浦 (牟田、大石 )、 中町、古里 (第

二群は角礫)の各産地で産出していることから、似た組成の原石産地の区別は遺物の自然面から円礫か角

礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情報となる。旧石器の遺物の組成に一致する原石を産出する川

棚町大崎産地から北方 4 kmに位置する松岳産地があるが、現在、露頭からは811114程度の小礫しか採取でき

ない。また、佐賀県多久のサヌカイト原産地からは黒耀石の原石も採取され梅野群を作った。九州中部地

域の塚瀬と小国の原産地は隣接し、黒耀石の生成マグマは同質と推測され両産地は区別できない。また、
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「
熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石はローム化した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で親指大

の黒耀石で、非常に広範囲な地域から採取される原石で、福岡県八女市の昭和溜池からも同質の黒耀石が

採取され昭和池群を作った。従って南関等の産地に同定された遺物の原材産地を局所的に特定できない。

桑の木津留原産地の原石は元素組成によって 2個の群に区別することができる。桑の木津留第 1群は道路

切り通し面の露頭から採取できるが、桑の木津留第 2群は転礫として採取でき、これら両者を肉眼的に区

別はできない。また、間根ヶ平原産地では肉眼観察で淀姫黒耀石のような黒灰色不透明な黒耀石から桑ノ

木津留に似た原石が採取され、これらについても原石群を確立し間根ヶ平産黒耀石を使用した遺物の産地

分析を可能にした。遺物の産地分析によって桑の木津留第 1群 と第 2群の使用頻度を遺跡毎に調査して比

較することにより、遺跡相互で同じ比率であれば追跡間の交易、交流が推測できるであろう。石炭様の黒

耀石は大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱石峠、長谷峠、五ヶ瀬川の各産地および大柿産、鹿児島県の樋脇

町上牛鼻産および平木場産の黒耀石は似ていて、肉眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素

組成で区別ができるが、上牛鼻、平木場産の両原石については各元素比が似ているため区別はできない。

これは両黒耀石を作ったマグマは同じで地下深くにあり、このマグマが地殻の割れ目を通って上牛鼻およ

び平木場地区に吹きだしたときには、両者の原石の組成は似ると推定できる。従って、産地分析で上牛鼻

群または平木場群のどちらかに同定されても、遺物の原石産地は上牛鼻系として上牛鼻または平木場地区

を考える必要がありる。出水産原石組成と同じ原石は日東、五女木の各原産地から産出していてこれらは

相互に区別できず日東系とした。竜ケ水産原石は桜島の対岸の竜ケ水地区の海岸および海岸の段丘面から

採取される原石で元素組成で他の産地の黒耀石と容易に弁別きる。

結果 と考察

遺跡から出土した黒耀石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されているにす

ぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒耀石製の石器で、

水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受けやすい

と考えられる。Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産地分析を

行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量についても風化の影響を完全

に否定することができないので、得られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定

を誤るようなことはない。

今回分析した押田遺跡出土の黒耀石製遺物の分析結果を表 5に示した。石器の分析結果から石材産地を

同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRr/Zrの 一変量

だけを考えると、表 3の試料番号84140番の遺物ではRr/Zrの値は1.104で 、桑ノ木津留第1群の [平均

値]± [標準偏差値]は、1.080± 0.048である。遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準にして考え

ると遺物は原石群から0.5σ離れている。ところで桑ノ木津留第1群の原産地から100ヶ の原石を採ってき

て分析すると、平均値から±0.5σ のずれより大きいものが61個 ある。すなわち、この遺物が、桑ノ木津

留第 1群の原石から作 られていたと仮定しても、0.5σ 以上離れる確率は61%であると言える。だから、

桑ノ木津留第 1群の平均値から0.5σ しか離れていないときには、この遺物が桑ノ木津留第 1群の原石か

ら作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を腰岳群に比較すると、腰岳群の平均

値からの隔たりは、約6σ である。これを確率の言葉で表現すると、腰岳の産地の原石を採ってきて分析
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したとき、平均値から6σ 以上離れている確率は、百万分の一であると言える。このように、百万個に一

個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、腰

岳産の原石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物

は桑ノ木津留第 1群に61%の確率で帰属され、信頼限界の0.1%を 満たしていることから桑ノ木津留第 1

群原石が使用されていると同定され、さらに腰岳群に一万分の一%の低い確率で帰属され、信頼限界の

0。 1%に満たないことから腰岳産原石でないと同定される」。遺物が一ヶ所の産地 (桑ノ木津留第 1群産地)

と一致したからと言って、例え柔ノ木津留第 1群 と腰岳群の原石は成分が異なっていても、分析している

試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形 (非破壊分析)であることから、他の産地

に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測され

る。即ちある産地 (桑ノ木津留第 1群)に一致し必要条件を満たしたと言っても一致した産地の原石とは

限らないために、帰属確率による判断を表 1の 211個すべての原石群について行ない、十分条件である低

い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて桑ノ木津留第 1群産地の石材のみが使用さ

れていると判定される。実際はRr/Zrと いった唯 lヶ の変量だけでなく、前述した8ケ の変量で取り扱

うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素とSr元素との間に

相関があり、Caの量を計ればSrの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物

であれば、A群 と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Sr量 も一致するはずである。もしSr量だけが少

しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導

き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテ

リングのT2乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定する4,5。

産地の同定結果は 1個の遺物に対して、黒耀石製では211個の推定確率結果が得られている。今回産地分

析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を

省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を

含んでいる、すなわち、桑ノ木津留第 1群産原石と判定された遺物について、台湾の台東山脈産原石、北

朝鮮の会寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか、信州和田峠、霧ケ峰産の原石の可能性を考える

必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表 6に記入した。原石群を作った原石試料は

直径 3 cm以上であるが、小さな遺物試料によって原石試料と同じ測定精度で元素含有量を求めるには、測

定時間を長くしなければならない。しかし、多数の試料を処理するために、 1個の遺物に多くの時間をか

けられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。また、検出された元素であっても、含有量の少ない元

素では、得られた遺物の測定値には大きな誤差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て

大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0。1%に

達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、

マハラノビスの距離D2乗の値を記した。この遺物については、記入されたD2乗の値が原石群の中で最

も小さなD2乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ているといえるため、

推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほゞ間違いないと判断されたものである。今回、分析した押

田遺跡出上の黒耀石製遺物 2個には桑ノ木津留産原石が使用されていたことにより、桑ノ木津留産地地方

とより活発な交流があり生活情報、文化情報を伝達、授受していたと推測しても産地分析の結果と矛盾し

ない。
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=古里第 1群 (62%)、 松浦第 1群 (37%)、 松浦第 2群 (23%)、 腰岳 (21%)が 1%以上で同定され残りの125個の原石群に対しては1%以
下の同定確率であった。古里陸地 (66個 )の腰岳群37%は 66個の中の37%個 は腰岳群に1%以上の同定確率で帰属される。

JG l:標準試料―Ando,A,Kurasawa,H"Ohmori,T&Takeda,E
JG-l granodiorite and JB-l basalt C¢ οθ力¢物すじ,Jデο″″″αJ

1974 compilation of data on the G」 S geoChemical reference samples
Vo18 175-192(1974)

,

,

注意 :近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告では日本における各遺跡の産

地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法 (土器様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わらず、
似た産地名のために同じ結果のように思われるが、 全く関係 (相互チェックなし)あ りません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必
要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

表 4 九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定される割合の百分率 (%)
九州西北地域原産地地区名 (原石個数 )

古里   古里
陸地   海岸    中町   牟田
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注 :同定確率を 1%以上に設定した。古里陸地で採取された原石 1個 (No6)判 定例

表 5 押田遺跡出土黒耀石製遺物の元素比分析結果

分析

番号

元     素     比
Ca/K  Ti/K  �ln/Zr Fe/Zr Rb/Zr  Sr/Zr  Y/Zr  Nb/Zr  A1/K  Si/K

84140

84141

0.028   0.366

0,029   0。338

0.226

0.279

0,091

0.097

0,081

0.069

1.564

1.638

1.104

1.126

0.436

0,750

0。 325

0。267

0。 103

0.076

JG-1 0,788   0.215   0,065   3.435   0.855   1.152   0.250   0.085   0.028   0.319

表 6 押田遺跡出土黒耀石製遺物の産地分析結果

分析番号 出土層位 原石産地 (確率) 判定 備考

84140 5層 桑ノ木津留第 1群 (9%) 桑ノ木津留

84141 8層 桑ノ木津留第 2群 (22%),UT遺物群 (0.2%) 桑ノ木津留
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第 2節 押田遺跡の土層と火山灰

株式会社 古環境研究所
1 はじめに

宮崎県中南部の火山灰土中には、姶良、鬼界、霧島、桜島などのカルデラ火山や成層火山から噴出した

テフラが認められる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらとの層

位関係を遺跡において求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるように

なっている。そこで、年代の不明なテフラ層や遺構が認められた押田遺跡においても、地質調査を行って

土層の記載を行うとともに、テフラ検出分析と屈折率測定を行って指標テフラの層位を求め、遺構の年代

などに関する資料を収集することになった。

地質調査とテフラ分析の姑象となった地点は、A区南壁、A区 1号土坑 (以下SC-1と する)壁面、東地

点の 3地点である。また、発掘調査担当者により採取されたSC‐ 1覆土についてもテフラ分析を試みた。

2 土層の層序

(1)A区南壁

A区南壁では、押田遺跡の比較的上位の上層をよく観察することができた (図 12)。 ここでは、下位よ

り灰褐色土 (層厚 8 cm)、 橙色細壮軽石混じり灰褐色土 (層厚10cm、 軽石の最大径 5111m)、 橙色軽石を多く

含む灰褐色土 (層厚23cm、 軽石の最大径12111n)、 褐色土 (層厚45cm)、 炭化物混じり灰色砂質土 (層厚 6 cm)、

黄橙色砂質細粒火山灰層 (層厚19cm)、 掲色土 (層厚18cm)、 暗褐色表土 (層厚24cm)が認められる。

これらのうち、黄橙色砂質細粒火山灰層については、その層相から約6,300年前半1に南九州地方の鬼界

カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰 (K‐ Ah、 町田 。新井、1978)に 同定される。またその直下の

灰色土中に含まれる火山砂は、その層位から約6,300～6,500年前キ1に霧島火山から噴出した霧島牛ノ腫テ

フラ下部 (USL、 井ノ上、1988、 早田、1997)1こ 由来する可能性が高いと考えられる。

(2)A ttSC-1壁 面

SC‐ 1(陥 し穴状遺構)の壁面では、押田遺跡の比較的下位の土層をよく観察することができた (図 12)。

ここでは、下位より黄色軽石を多く含む黄灰色火砕流堆積物 (層厚22cm以上、軽石の最大径14111n)、 責色

軽石混じり黄色土 (層厚31cm)、 黄色軽石混じり褐色土 (層厚22cm、 軽石の最大径 3 1mm)、 軟らかい褐色土

(層厚17cm)、 橙褐色細粒スコリアをごくわずかに含む灰褐色土 (層厚16cm、 スコリアの最大径 3 11Hl)が認

められる。この上位に、A区南壁で認められた一連の上層が形成されている。

これらのうち、最下位の火砕流堆積物は、層相から約2.4～2.5万年前*1に姶良カルデラから噴出した姶

良入戸火砕流堆積物 (A―Ito、 荒牧、1969、 町田 。新井、1976、 1992、 松本ほか、1987、 池田ほか、1995)

に同定される。

(3)東地点

東地点でも、押田遺跡の比較的上位の上層をよく観察することができた (図 12)。 ここでは、下位より

若干色調が明るい暗褐色土 (層厚17cm)、 暗灰色土 (層厚1lcm)、 成層したテフラ層 (層厚23cm)、 褐色土

(層厚33cm)、 暗褐色土 (層厚34cm)が認められる。

これらのうち、成層したテフラ層は、下部の褐色火山豆石混じり責橙色軽石層 (層厚 2 cm、 軽石の量大

一-28-―
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径 641m、 火山豆石の最大径 3 mm)と 、上部の橙色砂質細粒火山灰層 (層厚21cm)か らなる。このテフラ層

については、その層相からK―Ahに 同定される。

3 火山ガラス比分析

(1)分析試料と分析方法

ATよ り上位におけるテフラの堆積状況を調べるために、またSC‐ 1

火山ガラス比分析を行った。分析試料は、A区南壁、A ttSC-1壁面、

のうちの18点である。火山ガラス比分析の手順は、次の通りである。

1)試料15gを秤量。

2)超音波洗浄装置により泥分を除去。

3)80° Cで恒温乾燥。

4)分析舗により1/4-1/8mmの粒子を舗別。

5)偏光顕微鏡下で火山ガラスを250粒子検鏡し、火山ガラスの形態・

(2)分析結果

の層位に関する資料を得るために、

A ttSC-1覆土から採取された試料

色調別比率を求める。

A区南壁、A ttSC-1壁面、A ttSC-1覆土における火山ガラス比分析の結果をダイヤグラムにして図12

に、またその内訳を表 8に示す。A区南壁では、いずれの試料からも比較的少量の火山ガラスを検出する

ことができた。もっとも多い火山ガラスは、無色透明のバブル型ガラス (0.8～2.4%)で、全体として上

方に向かって減少する傾向にある。また試料 5を 除くいずれの試料にも、分厚い中間ガラスがもっとも多

く含まれている (34%)。 量は少ないながら、ここでも上方に向かって減少する傾向にあり、試料①～③

では0.4～ 1.2%しか認められない。ここでは、ほかに分厚い中間型ガラスも認められる (～ 1.6%)。

4 屈折率測定

(1)測定試料と測定方法

A区南壁の試料A(軽石)、 A ttSC-1壁面の試料 3お よびA ttSC-1覆上の試料④の 3試料に含まれるテ

フラ粒子について屈折率測定を行い、テフラの特徴を記載することにした。測定は、温度一定型屈折率測

定法 (新井、1972、 1993)に よる。

(2)測定結果

屈折率測定の結果を表 9に示す。A区南壁の試料A(軽石)には、重鉱物として斜方輝石や単斜輝石が

含まれている。斜方輝石の屈折率 (7)は、1,705-1.708で ある。A ttSC-1壁面の試料 3に含まれる火山

ガラスの屈折率 (n)は、1.498-1.501(modal range:1.499-1.500)で ある。重鉱物としては、斜方輝石や

単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折率 (ノ )は、1.701-1.708で ある。A ttSC-1覆上の試料④に含

まれる火山ガラスの屈折率 (n)も 、1.498‐ 1.501(modal range:1.499-1.500)で ある。重鉱物としては、

斜方輝石や単斜輝石が含まれている。斜方輝石の屈折率 (/)は、1.705-1.708で ある。

5 考察 ―指標テフラとの同定 とSC-1の層位について

A区南壁の試料Aの軽石は、層位、岩相、重鉱物の組み合わせ、斜方輝石の屈折率などから、約1.4～

1.6万年前半1に霧島火山から噴出した霧島小林軽石 (Kr‐ Kb、 伊田ほか、1956、 町田・新井、1992、 早田、

1997)に由来すると考えられる。

A ttSC_1壁面の試料 3に含まれる火山ガラスは、形態や色調さらに屈折率などから、A―Itoま たはA―

―-29-―



Itoに伴って堆積した姶良Tn火山灰 (AT、 町田・新井、1976)に 由来すると考えられる。斜方輝石につ

いては、屈折率のrangeが広 く、その起源を特定することは難しい。しかしながら、霧島火山起源の斜方

輝石が含まれている可能性も否定はできない。A ttSC-1覆上の最下部に近い試料④に含まれる火山ガラス

も、形態や色調さらに屈折率などから、A‐Itoま たはATに由来すると考えられる。斜方輝石については、

その屈折率などからKr―Kbに由来すると考えられる。

さて、SC-1の覆土では、最下位の試料⑤に多くの無色透明バブル型ガラスが認められるものの、試料

④から上位では非常に少なくなる。この試料①～④での無色透明バブル型ガラスの比率は、Kr‐Kb降灰前

からKr―Kb降灰後にかけて形成された土層から採取されたA区南壁の試料 7か ら試料 3にかけてのその比

率とよく似ている。A ttSC-1覆土中にKr―Kbの一次堆積層が認められなかったらしいこと、SC‐ 1覆上の

最下位に近い試料④にKr―Kbに 由来する可能性が高いことを考慮すると、SC-1の層位はKr―Kbよ り上位

にある可能性が高いと考えられよう。

6 小結

押田遺跡において、地質調査、火山ガラス比分析、屈折率測定を合わせて行った。その結果、下位より

姶良Tn火山灰 (AT、 約2.4～2.5万年前*1)、 未詳の霧島火山起源 (P)のスコリア、霧島小林軽石 (Kr‐

Kb、 約1.4～ 1.6万年前*1)、 霧島牛ノ腫火山灰下部 (Kr― USL、 約6,300～ 6,500年前*1)、 鬼界アカホヤ火山

灰 (K― Ah、 約6,300年前*1)な どのテフラ層やテフラ粒子を検出することができた。本遺跡において検出

された陥し穴状遺構 (SC-1)の 層位については、Kr―Kbよ り上位にあると考えられる。

*1 放射性炭素 (14C)年代。
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表 8 火山ガラス比分析結果

地点 試料 bW(Cl)bW(pb)bW(br) md pm(Sp)pm(fb)そ の他  合計

A区南壁 3

5

7

9

2

2

3

6

0

0

0

1

2

0

2

1

0

0

0

1

0

0

0

0

０

　

０

　

０

　

０

246

248

246

241

250

250

250

250

A区

SC‐ 1壁面

1

3

5

7

9

11

13

16

19

18

19

26

63

121

128

134

179

195

0

0

0

0

4

11

10

18

15

232

228

221

184

121

106

103

41

36

250

250

250

250

250

250

250

250

250

0

2

3

2

2

2

1

3

1

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

0

1

1

2

2

6

2

0

0

0

0

0

0

0

3

1

A区

SC-1覆土

①

②

③

④

⑤

1

3

3

14

85

248

244

245

236

157

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

1

0

4

0

0

1

0

0

0

1

0

0

4

０

　

０

　

０

　

０

　

０

５

　

５

　

５

　

５

　

５

２

　

９
留
　

命ｚ

　

兄

一
　

９
留

数字は粒子数.bwiバブル型,mdi中 間型,pm:軽石型,cl:透 明,pb:淡褐色,br:褐色 ,

sp:ス ポンジ状,fb:繊維東状 .

表 9 屈折率測定結果

地点 地点 火山ガラス (n) 重鉱物 斜方輝石 (7)

A区南壁 A Opx>cpx 1.705-1.708

AttSC-1壁面 1.498-1.501

(1.499-1.500)

Opx>cpx 1.701-1.708

AttSC-1覆土 ④ 1.498-1.501

(1.499-1.500)

Opx>cpx 1.705‐ 1.707

屈折率の測定は,温度一定型屈折率測定法 (新井,1972,1993)に よる。

()は ,modal rangeを 示す。opx:斜方輝石,cpx:単斜輝石 .
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A区南壁土層柱状図
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第 3節 押田遺跡における植物珪酸体分析

株式会社 古環境研究所

1 はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が蓄積したものであり、植物が枯

れたあとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸外分析は、

この微化石を遺跡土壌などから検出して同定 。定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物

の同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている (杉山、2000)。

2 試料

分析試料は、A区南壁、A区東、 1号土坑 (以下SC-1と する)の 3地点から採取された計 8点である。

試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)を もとに、次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに直径約40μ mの ガラスビーズを約0,02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W。 42KHz・ 10分間)に よる分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行っ

た。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相

当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけ

て、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸外 1個あたり

の植物体乾重、単位 :10-5g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあたりの植物体生産量を算出した。スス

キ属 (ススキ)の換算係数は1.24、 メダケ節は1.16、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属 (チ シマザサ節 。チマキ

ザサ節)は 0.75、 ミヤコザサ節は0.30で ある。タケ亜科については、植物條生産量の推定値から各分類群

の比率を求めた。

4 分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行

い、その結果を表10お よび第13、 14図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。
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〔イネ科〕

キビ族型、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウンクサ族A(チガヤ属など)、 ウシクサ族B(大型)

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザ

サ節)、 クマザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (お もにクマザサ属ミヤコザ

サ節)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕

その他

(2)植物珪酸体の検出状況

1)A区南壁 (第 13図 )
Kr―USL直下の褐色土 (試料 1)について分析を行った。その結果、クマザサ属型やミヤコザサ節型が

比較的多く検出され、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族A、 ネザサ節型なども検出された。おもな分類

群の推定生産量によると、クマザサ属型が優勢となっていることが分かる。

2)A区東 (第 13図 )
K―Ah直下の暗灰色土 (試料 1)と その下位の暗褐色土 (試料 2)について分析を行った。その結果、

試料 2ではススキ属型、クマザサ属型、ミヤコザサ節型が比較的多く検出され、キビ族型やウシクサ族A

なども検出された。試料 1では、ウシクサ族Aが増加しており、ネザサ節型や樹木 (その他)も検出され

た。おもな分類群の推定生産量によると、ススキ属型やクマザサ属型が優勢となっていることが分かる。

3)SC-1(第 14図 )

おとし穴の埋土 (試料 1～ 5)について分析を行った。その結果、埋土底部 (試料 5)では、ミヤコザ

サ節型が多量に検出され、クマザサ属型も比較的多く検出された。また、ウシクサ族Aやメダケ節型など

も検出された。埋土下部 (試料 4)では、クマザサ属型やミヤコザサ節型が増加しており、キビ族型や樹

木 (その他)も 出現している。埋土上部 (試料 1～ 3)でも、おおむね同様の結果であるが、同層準では

ススキ属型が出現している。おもな分類群の推定生産量によると、全体的にクマザサ属型およびミヤコザ

サ節型が卓越していることが分かる。

このような植物珪酸体分析結果は、これまでに行われた高岡町内遺跡の分析では、Kr‐Kb混層もしくは

その直上層の結果と類似している。

5 考察
(1)鬼界アカホヤ火山灰の下位層について

霧島牛ノ怪火山灰下部 (Kr― USL、 約6,300～ 6,500年前)直下層から鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah、 約

6,300年前)直下層にかけては、ススキ属やチガヤ属、キビ族、およびクマザサ属などのササ類が生育す

るイネ科植生であったと推定される。クマザサ属は森林の林床でも生育が可能であるが、ススキ属やチガ
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ヤ属は日当りの悪い林床では生育が困難である。このことから、当時の遺跡周辺は日当りの良い草原的な

環境であったと推定される。

南九州の沿岸部では、約7,500年前までにはシイ属を主体とした照葉樹林が成立していたと考えられて

おり (杉山、1999)、 高岡町内でもこの時期に照葉樹林の存在が認められているが、本遺跡周辺では何ら

かの原因で照葉樹林の分布拡大が遅れた可能性が考えられる。今後、周辺地域で同様の検討を行うことに

より、照葉樹林の存在や分布拡大の様相が解明されるものと期待される。

(2)SC-1(陥 し穴状遺構)について

SC-1(陥 し穴状遺構)の埋上の堆積当時は、おもにクマザサ属 (ミ ヤコザサ節を含む)な どのササ類

が繁茂する状況であったと考えられ、部分的にススキ属やチガヤ属、キビ族なども生育していたと推定さ

れる。このような植生から、SC‐ 1の埋土は霧島小林軽石 (Kr‐ Kb、 約 1.4～ 1.6万年前)混層もしくはその

直上層に対比されると考えられる。

クマザサ属は常緑であることから、大半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカなどの草

食動物の重要な食物となっている (高槻、1992)。 遺跡周辺にこれらのササ類が豊富に存在 したことは、

当時の動物相を考える上でも重要である。
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表10 植物珪酸体分析結果
検出密度 (単位 :X100個 /g)

地点 ・試料

分頚群               学名
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Ⅳ まとめ

1節 遺構について

遺構は、陥し穴状遺構と集石遺構が 1基ずつ確認されている。陥し穴状遺構は、今のところ県内におい

ては小林降下軽石降灰後のものが確認されており、この遺跡の陥し穴状遺構は上ノ原遺跡(佐土原町)の も

のに近い時期と思われる。この遺跡の集石遺構は、土坑に土砂が堆積した後に礫が堆積している状態であ

る。このような状態の集石遺構は他の遺跡でも確認することができ、調理施設以外の用途も考えられてい

る。しかし、土坑とその上面に堆積した赤化礫が一連のものかどうか、それらの関係を十分検証した例は

なく、今後の課題である。

2節 旧石器時代の出土遺物について

第 7a層 。第 7b層の出土石器は、出土点数が少なく詳細は不明であるが、縦長剥片剥離技術を石器群

の技術基盤とし、縦長剥片素材の定形石器を製作する点で極めて類似した石器群であるといえる。

第 8層の出土石器は、国府型ナイフ形石器・三稜尖頭器を組成し、大形剥片を石核素材とする有底剥片

製作技術が石器群の技術基盤を構成していたと考えられる。従って、第 8層の出土石器は、ナイフ形石

器・石器群の技術基盤において、第 7a層 。第 7b層の出土石器との相違点が顕著であり、押田遺跡では、

国府型ナイフ形石器を製作する有底剥片剥離技術から縦長剥片素材の定形石器を製作する縦長剥片剥離技

術という流れを想定することができる。また、第 8層の出土石器は、ナイフ形石器・石器組成石器群の技

術基盤から、AT降灰後の近接した時期に位置づけられるのに対し、第 7層の出土石器は、ナイフ形石器

文化期の終末に近い年代であると考えられる。

参考文献

宮崎県教育委員会『上ノ原遺跡』『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』58集 2002

高槻市教育委員会「郡家今城遺跡発掘調査報告書」『高槻市文化財調査報告書』第11冊 1978

大下明「関西における縄文時代草創期・早期石器群の概要」『第4回関西縄文文化研究会 縄文時代の石器 一関西の

縄文草創期・早期―」関西縄文文化研究会 2002
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図版 1

遺跡遠景 (西から)

5層全景 (西から)

1号集石遺構 (東から)



図版 2

1号土坑 (北から)

A区全景 (西から)

B区全景 (東から)
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図版 3
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